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兵庫県立神戸高等学校
サイエンスアドバイザー(SA)講習会



神戸高校とは
校訓「質素剛健」「自重自治」

伝統を継承しつつ見直し、今日にいかす

 前身は「神戸一中」「県一高女」 創立１２０年を超える

勉学と部活動の両立、実践力を備えた人間づくり

 勉学のほか、部活動や学校行事を通じ人間教育にも力点

個性の伸長、国際性の育成

 科学教育の充実、情操教育の深化、国際性の涵養

•全国有数の『伝統校』

•恵まれた環境と充実した施設を有する『進学校』

•全人的教育をめざす『名門校』
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神戸高校の教育活動

自らを重んじ、自らを治める



自治会

運動部 文化部
柔道
剣道
水泳
サッカー
女子サッカー
ラグビー
野球
陸上競技
テニス
ソフトテニス
卓球
バドミントン
バレーボール
バスケットボール
ボート
馬術
山岳

合唱
吹奏楽
弦楽
箏曲
電子オルガン
美術
書道
ＪＲＣ
自然科学研究会
（物理班）（化学班）（生物班）（地学班）

数学研究会
茶道
華道
文芸
演劇
ＥＳＳ
かるた

独立委員会

放送委員会

図書委員会

新聞委員会

応援団

部活動

入部率100％以上放課後は
ほとんどの生徒が部活動を行う



部活動の様子

合唱部

全国大会で活躍する部活動

文芸部

自然科学
研究会

近畿大会で活躍する部活動

ボート部

山岳部



学校行事
新入生歓迎行事（４月カンツリーハウス）

創立記念祭（文化祭）（５月本校）

体育大会（９月本校）

音楽会（１０月神戸文化ホール）

修学旅行（7１回生北海道方面約1週間）

耐寒登山マラソン（２月摩耶山上）

＋ 対兵庫高校定期戦（春季、秋季）



文部科学省「スーパーサイエンスハイスクール（SSH）」事業指定校

科学館

神戸高校総合理学科での教育活動



総合理学科の設置経緯

●総合理学科

＝理数系の専門学科

普通科
理数コース

総合理学科
62回生～

スーパーサイエンス
ハイスクール指定

（ＳＳＨ）

●普通科

2007(H19)年設置

募集は県下全域

1986年(S61)41回生～

専門学科



総合理学科の入学生

71回生
3年

72回生
2年

73回生
1年

神戸
芦屋

21名 23名 21名

上記外 16名 16名 19名

男：女 24:13 31:8 31:9

淡路 ４
西宮 ２９
宝塚 ３
尼崎 ３
三田 ７
姫路 １
明石 １
川西 １
他 2



日本が科学技術で世界をリードし
ていくために、国をあげて
科学技術人材育成をすすめている

そのために

• スーパーサイエンスハイスクール
（ＳＳＨ）の指定をおこなう

人材育成は大学からでは遅い
高校での教育が要との認識



教育制度の大幅な改革
（2014.12中央教育審議会答申）

「真の学ぶ力」の育成

知識・技能

思考力・判断力・表現力

主体性・多様性・協働性

•高校教育、大学教育でアクティブラーニング
•大学入試改革 （高校基礎学力テスト、大学入学希望者

学力評価テスト、英語外部検定の活用）



これからの時代に求められる多様なスキル
育成すべき資質・能力の三つの柱

学習指導要領
改訂の方向性
（文部科学省）
2016.6.21より

神戸高校では、これらの力を育成するカリキュラムが既
にできあがっている



交流する力 質問する力

議論する力 発表する力
ペリフェラルの力*

コアの力
問題を発見する力

未知の問題に挑戦する力
知識を統合して活用する力

問題を解決する力

国際社会で
活躍する
理数系人材

神戸高校総合理学科で育てる力

8つの力を育成する効果的なプログラム

＊ペリフェラルとは
周辺領域を指す

グローバル・スタンダード（８つの力）

自ら課題を設定し探究する 課題研究 を軸にした力の
育成 課題の発見・解決に向けて主体的･協働的

（対話的）に学ぶ学習のモデルがここにある



多くのことを体験し
経験する1年生

1学年

サイエンス入門
(研究の手法を学び課題研
究へ繋ぐ)

科学英語
(英語での発信だけでなくプ
レゼンの基本を学ぶ)

数理情報
(解析・分析の手段と手法を
学ぶ)

サイエンスツアー
東大・阪大・企業・研究所

高度な内容や実験を取り入れた理
数科専門科目
理数数学(Ⅰ,Ⅱ,Ⅲ)

理数物理・化学・生物(Ⅰ,Ⅱ,Ⅲ)

国語・地歴公民・体育保健・家庭・芸術・英語の各教科

研究活動に集中す
る2年生

外部へ向けて発信し
羽ばたく3年生

2学年

課題研究
(8つの力すべてを
大きく伸ばす)

SAの支援により
充実した活動

3学年

課題研究の継続と発展
(大学・学会での発表・海外姉
妹校との発表での交流
英語での外部発表など)

数学や科学系オリンピック

SSH特別講義
(大学教員・研究
者の講義)

大学や
社会へ

グローバルスタンダード
(8つの力)

国際社会で
活躍する
理数系人材



総合理学科の授業の特徴
教育課程の特徴：普通科の内容（大学受験に
必要な科目）すべて学習した上で 数学・理科
の発展的学習をする。

理数専門教科・科目で、数学・理科を学ぶ。

充実した実験・実習で、科学を探求する。

学校設定科目で、学科のねらいを追及する。

少人数授業できめ細かな指導。



１年

２年

３年 国語
(3)

英語
(4)

数学　　　(6) 理科　　(7)

国語
(3)

社会
(3)

英語
(4)

数学
(4.5)

総合的
な学習
の時間
(1.5)

課題
研究
(1.5)

H
R
(1)

H
R
(1)

H
R
(1)

総合
的な
学習
の時
間

(1)

社会
(2.5)

体
育
(1.5)

情
報
(1.5)

数学
(5)

英語(5)

理
科(3.5)

理科
(5.5)

体育
(2.5)

国語
(3)

社
会
(1)

家
庭
(1.5)

体育
(3.5)

芸
術
(1.5)

理科
サイエンス
入門

数学

数学 理科

理科数学

課
題
研
究

総合理学科 教育課程

３６％

４２％

５３％

①授業



特色① 専門科目(学校設定科目など)

 数理情報(普通科「情報の科学」の内容を含む)

 科学英語（英国のテキスト,物理と数学のALT）

 サイエンス入門(総合的な学習の時間)
＊物理・化学・生物各分野の基本的な実験実習

研究の進め方，発表の仕方，質問･議論の力

 課題研究(少人数による研究の深化)
数学２、理科５、家庭科１の８グループで取り組む

第1学年

第2学年

①授業



授業時間
月 火 水 木 金

1 65分 65分 65分 65分 65分

2 65分 65分 65分 65分 65分

3 65分 65分 65分 65分 65分

4 65分 65分 65分 65分 65分

5 65分 65分 65分 50分 65分

6 65分

６５分×５時間 授業

１年生は
サイエンス入門
１００分

２年生は
課題研究
１００分

①授業

ＨＲ

2年生普通科
は探究活動
１３０分



課題研究(２年) ･･･40人８分割
1年間かけて研究して、成果を発表する

中間発表会（11月）

大学などで行わ

れる学会で発表

する班もある



日本再生医療学会総会2016.3
高校生ポスター発表 最優秀賞

最優秀賞
網膜再生医療技術の研究・開発
の第一人者 高橋政代先生
パーキンソン病ips治験で注目され
ている京都大学の高橋淳先生な
どと会食する



国際薬理学会WCP2018.7



充実した装置や器具を用いての実験
一例）生物実験室

各種遠心機

遺伝子の増幅に用いる
サーマルサイクラー

電子顕微鏡



第一志望に,現役合格

第一志望

●神戸高校進学指導基本方針

設定の支援
ＨＲ、面談（担任・進路部）
説明会

突破の支援
授業、考査（定期・実力）
補習（休業中、放課後、直前）
ウィークエンドセミナー

校風や伝統
みんなで
がんばる
雰囲気



東京 1 1 2 1 3 2 3 5 3
京都 2 2 4 5 3 8 8 3 11 8
大阪 8 4 12 2 1 3 1 3 4 3
北海道 1 1 2 3 3
東北

名古屋

九州 1 1 3 3 1
東京工大 1
神戸 4 4 8 3 1 4 5 1 6
国立計 18 17 35 20 17 37 19 11 30 21
公立計 1 3 4 1 1 2 2 2 1
国公立計 19 20 39 21 18 39 21 11 32 22
旧帝大＋東京工大 11 8 19 9 11 20 11 9 20 16
４大学（東京.京都.大阪.神戸） 15 7 22 12 6 18 16 10 26 14
国公立医学部医学科 5 2 7 6 2 8 4 2 6 3

70回生
現役
合格

一浪
合格

合格
計

総合理学科・回生別（６７～７０回生）合否状況

総合理学科
合否状況

67回生 68回生 69回生
合格
計

合格
計

合格
計

現役
合格

過年
度

現役
合格

過年
度

現役
合格

一浪
合格



●進路状況 総合理学69回生

医学部医学科 7

理学部 7 

工学部 7

理工学部 3

理科1類 3

理科2類 2

農学部 3

環境情報 1

法学部 1

文化情報 1

経営学部 1

国際関係 1

防衛大学校 １



その成果は、

• １年生から研究室に入り、研究活動を開始

•各大学でリーダーとなっている

• １～３年生で公費で海外へ留学

•後期博士課程進学者も多い

•日本学術振興会特別研究員−DC1 DC2取
得者が大半

•多くの大学の先生方も、ＳＳＨ出身者は能
力が高く、すばらしいと評価



神戸高校での課題研究の目的

研究と銘打っているが

研究活動を通して将来，科学技術系人材
として活躍できるベースとなる力をつける

教育活動

交流する力 質問する力

議論する力 発表する力
ペリフェラルの力*

コアの力
問題を発見する力

未知の問題に挑戦する力
知識を統合して活用する力

問題を解決する力



プレ課題研究③
３回目までに
テーマが固まるにつれて
グループも離合集散しな
がら確定していく

３回目
・研究を進める上での
注意事項（R-PDCA）サ
イクル

・ラボノートをつくろう

・プレ課題研究研究
計画提出



１学年での経験から

課題研究のテーマ設定
①生徒の主体的なテーマの設定は，その準備も含め時間がかかる
（研究期間の短縮してしまう）

課題研究希望調査(第１回)

課題研究希望調査(第２回)

１学年 ３月

２学年 ４月

テーマについて考える期間(クラスでの話題に)

より慎重に(現実的に)
より深く調べる
より実行性のある
より詳細な計画
より明確な目的

各自がテーマを設定



担当者の配置

グループは
まだ流動的

テーマが決定してから担当を配置

プログレスレポート

テーマ決定 研究開始

グループの固定

７月

サイエンスアドバイザーに相談

他の担当者が指導
できる事柄に対して
は横断的に指導（課
題研究担当者8人の

チームでの指導）

テーマの修正 計画の修正 目的の明確化
考える機会だけでなく多くのヒントをもらう

２学年 ５月

④担当者が研究に対し十分なアドバイスや対応ができない

アドバイザー・相談を受ける
安全指導・物品管理など
生徒が主体的に活動する

運営指導委員・サイエンスアドバイザー参加

メールで
やりとりも

担当者は教える人ではない



発表に向けて

SAの先生方からメールなどでもアドバイスをもらう

夏休み

中間発表会(一般公開)２学年 １１月
運営指導委員・SA：大学教員や研究者
３年生(指導的に質疑応答.良いアドバイス)

２月 課題研究発表会(一般公開)

１月 サイエンスフェアin兵庫
論文作成・ポスター・プレゼン作成

外部からの参加者の感想
「今年の発表では、どの班も研究目的が明確でよくわかる説明がなされた」
「生徒が研究内容を十分に理解し発表いていた。」
「例年に比べ、発表に対して生徒からの質問が多くでて、その質問に対して
も的確な受け答えができていた。」

研究活動

サイエンスアドバイザーや大学等の研究者
相談しても頼らない 距離感が必要

主体は自分たち



サイエンス入門 (１年)→課題研究(２年)
課題の発見・解決に向けて主体的･協働的に学ぶ学習の

モデルとして
課題研究で最も困難なこと

生徒自らが課題設定する

（課題研究のテーマを決める）

大学や研究機関での研究テーマ
自分（研究室など）が研究してきた先行研究のテーマ（詳しく
内容を知ること）からさらに課題を見つけテーマを選定する
高校での課題研究の研究テーマ
自分たちの興味関心がスタート（高校生で何も知りません）
研究したい内容が決まってから，先行研究等を調べる



生徒の主体的なテーマ設定に伴う問題

最も大きな課題
☆年間の研究のテーマとして十分なものか
研究レベルの低下に伴う力の育成への影響

安易なテーマでの研究では、

出てくる課題・問題の低次元化するのでは

こんなことではSSHの意味がないのでは？

卒業生の力を生かした科学技術系人材育成の効果を高める取組
①サイエンスアドバイザー（SA）の活用 研究者・技術者として活躍する

本校卒業生をSAとして登録“学びのネットワーク”SAウェブサイトを構築
課題研究:プログレスレポート，中間発表会，課題研究発表会等に出席依頼，

メール等での問い合わせにも対応

関係論文を紹介 実習資料の送付 発表できる学会を紹介 など

②SSH（OB，OG）院生の活用 SSHを経験した研究活動中の大学院生

身近な題材
高校生らしい研究
これだけでは



課題研究では

１ 課題設定
２ 自分たちで考え，行動する経験
３ 研究のルール，手法を学ぶ
４ 問題解決の体験
５ 失敗から学ぶ

研究に入る過程・進める過程を重視
研究の結果・成果を求めない



サイエンスアドバイザー（SA）の先生へのお願い

神戸高等学校 課題研究支援のガイドライン
生徒の支援に当たって，ご確認いただきたいこと

１ 課題設定の段階から生徒の主体性を重視しています。
本校の課題研究は、生徒の主体性を重視して実施しています。
そのため、教員からテーマを示したり課題を提示することがない
ようにしています。そのため、課題設定の段階から生徒たちに議
論させ文献等の調査を行わせ、どの研究グループに属するかと
いうことも生徒が主体的に決定しています。
SA個人の研究を手伝わせたり、その研究の一部とするような
誘導は決して行わないようにしてください。



２ 授業の時間割の中で実施することを原則とします。
課題研究は、本校の３年間の教育課程に位置づけており、

あくまでも授業の一環として実施しているものです。したがっ
て、原則として定められた授業時間内で計画的に実施してい
く必要があります。
さらに本校は、「文武両道」を目指しており、授業、学校行

事はもちろん、部活動入部者、長距離通学者へも配慮して課
題研究を行うこととしています。そのため、授業・学校行事・
部活動、帰宅時間に影響が生じるような長時間の拘束がな
いようにしてください。



３ 安全面への配慮を十分行うこととしています。
課題研究によっては、薬品や火気を使用することや校外の

施設や研究室、野外で実施する場合があります。事故やけが
ないようにすることは当然ですが、万一に備えて生徒たちは
日本スポーツ振興センターの保険に加入しています。
この保険が適用されるためには、あらかじめ立てられた教

育計画に基づいて実施されていることや教員がその場に立ち
会っていることなどが必要です。
そのため、実験や実習、校外で実施の場合は、担当教員と

十分な打ち合わせを行ない、十分安全に配慮して実施してく
ださい。



４ プライベートな面への配慮を行うこととしています。
課題研究では、校外の施設等での実習や観察があるた

め、生徒がSAの方に電話番号や住所等を提供することが
想定されます。
兵庫県教育委員会からは、生徒との不適切な関係を防

止する観点から生徒と個人的な連絡については厳に慎む
旨の通知が出されております。必要の場面以外において生
徒個人と連絡を取り合うことは避けてください。
また、指導の過程で知り得た個人に係る情報については
他に漏らさないようお願いします。



生徒の支援に当たって，お願いしたいこと

神戸高校ＳＳＨ事業の第4期の課題
「地域の外部支援者活用による、
交流・議論・発表等を軸とした
生徒の主体的な探究活動のカリキュラ
ム開発」



SAの方の支援として

交流・議論・発表
生徒とディスカッションをお願いしたい
双方向のやりとり

進行している研究が円滑に進みようにアドバイスを

主体的な探究活動
生徒の考えを整理させる，疑問を引き出すやりとりを
全てを「教える」のではなく
生徒に考えさせるアドバイスを



SAの方の支援として
支援ノート作成にご協力を
継続的に支援いただける方には支援ノートを作成願っ
ています。







多彩な卒業生
•白洲次郎（一中２２回）

実業家 吉田茂首相の側近

2009年NHKでドラマ化

•村上春樹（高１９）

世界的に著名なノーベル賞候補作家

「ノルウェーの森」

「海辺のカフカ」など多数の著作



●ＯＢによる全校講演会
・大仁邦彌氏
（元日本サッカー

協会会長）
Ｈ２５年５月

・根本かおる氏
（国連広報センター

所長）
Ｈ２６年５月

・河岡義裕氏
（東大医科学
研究所教授）
Ｈ２５年１１月



神戸高校という名前
日本全国 神戸高校といえば

兵庫県神戸市の神戸高等学校

港町 神戸の代表校

知名度 認知度の強み

卒業生数が多い

各界で活躍する先輩の数も多い

数字に表わせない人脈の強み


